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山王病院 産婦人科・NICUの紹介

「お産の山王」として知られている当院の産婦人科は、山王
病院の長い歴史の中でも伝統と実績を誇る診療科です。
2015年に新館が建ち、新館4階にNICU・山王バースセン
ターを開設、当院の産科医療はさらに充実した体制となりま
した。
当院の産婦人科関連の診療科は、産婦人科と主に不妊治療専
門とするリプロダクション・婦人科内視鏡治療センター
（Vol.5で紹介）、主にがん治療を専門とする女性腫瘍セン
ター・婦人科の３つの診療科と山王バースセンター（Vol.7
で紹介）からなり、各専門性を生かした産科・婦人科医療を
行っています。そして、NICUや小児科をはじめとした各診
療科を配備しており、各部門や病棟が連携し、産前から産後
まで患者様を一貫してサポートできる体制が整っています。
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産科では、妊娠初期から、一連の過程を継続的にフォローでき
る環境を整え、妊産褥婦が不安なく過ごせるよう努めています。
その一環として、毎朝行うカンファレンスで情報の共有を図り、
また週2回医師や病棟スタッフとのカンファレンスを実施して
います。

産婦人科外来の紹介

（①、⑤、⑥、⑦は次号で
ご紹介します。）

NICUの紹介
NICUのスタッフは常勤
医師3名と看護師14名が
在籍し、新生児集中ケ
アの専門的知識を持っ
て業務に従事していま
す。病床数は3床あり、
山王病院産科病棟およ
び山王バースセンター

医師、外来看護師、病棟スタッフ、
薬剤師によるミーティングの様子

NICUのスタッフのみなさん

で出生した34週以降、体重1500ｇ以上の新生児を受け入れ
ています。NICUという特殊な環境でも児の母親や家族が安
心して我が子を預けられる環境を整え、家族が児の成長や養
育に参画できる環境であることが大切です。そのため一部プ
ライマリー制を取り入れたきめ細やかな看護と環境を提供し
ています。
NICU入院患児の内訳は、早期産、低出生体重児の割合が多
く、疾患別では呼吸器系が最も多い割合を占めています。
NICU があり新生児搬送をせずに済むことは、母子分離を最
小限にすることが出来るため出産件数の多い山王病院の中で
NICU の役割は大きいと感じています。

教育面では、2019年
度から看護学生の実
習を受け入れている
ため、スタッフが実
習指導者研修に参加
し効果的な実習がで
きる環境を整えてい
ます。

また、夜間・休日は4階
病棟やリプロダクショ
ン・婦人科内視鏡治療セ
ンターと協力し24時間体
制で患者対応を行ってい
ます。
専門外来として、遺伝カ
ウンセリング外来では、
患者様により分かりやす
く十分な情報提供をした上で、患者が出生前診断検査の選択が
できる体制を整えています。また、週３回、専門医による胎児
超音波検査を行っています。
看護部門では、4階（産婦人科）病棟と連携し、月４回の母親
学級（現在Web配信）や週4回の母乳外来、産後2週間健診を週
3回実施しています。産後2週間健診では、産科医師や心療内科
医、小児科医と連携を図り育児相談やメンタルヘルスケアを
行っています。
山王病院には婦人科系の診療科が3部署あり、産婦人科外来はそ
の窓口としての役割を
担っています。主に良性
疾患を受け入れ、手術適
応に関しては、当院リプ
ロダクション・内視鏡セ
ンター、及び女性腫瘍セ
ンターと連携を図って診
療を行っています。

産婦人科外来のスタッフのみなさん
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